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1. 2024年3月期第3四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第3四半期 1,283,234 △22.3 311,038 △33.1 315,964 △32.8 239,024 △32.3

2023年3月期第3四半期 1,650,729 14.7 464,936 8.0 470,229 8.5 352,920 13.8

（注）包括利益 2024年3月期第3四半期　　295,722百万円 （△12.1％） 2023年3月期第3四半期　　336,308百万円 （△5.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第3四半期 514.17 512.46

2023年3月期第3四半期 754.44 751.34

（注）当社は、2023年4月1日付で普通株式1株を3株に株式分割しております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「1株当たり四半
期純利益」及び「潜在株式調整後1株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第3四半期 2,217,413 1,577,619 70.5

2023年3月期 2,311,594 1,599,524 68.7

（参考）自己資本 2024年3月期第3四半期 1,563,952百万円 2023年3月期 1,587,595百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 857.00 ― 854.00 1,711.00

2024年3月期 ― 148.00 ―

2024年3月期（予想） 219.00 367.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

1. 当社は、2023年4月1日付で普通株式1株を3株に株式分割しております。2023年3月期については、当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しており

ます。2024年3月期については、当該株式分割後の数値を記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2024年3月期(予想)の年間配当金は、

1,101円となります。

2. 2023年3月期の期末配当金854円には、創立60周年記念配当200円を含んでおります。

3. 2024年3月期の連結業績予想（2023年4月1日～2024年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,830,000 △17.2 445,000 △28.0 450,000 △28.0 340,000 △27.9 732.16

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、【添付資料】8ページ「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会

計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期3Q 471,632,733 株 2023年3月期 471,632,733 株

② 期末自己株式数 2024年3月期3Q 8,728,221 株 2023年3月期 3,272,016 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期3Q 464,873,921 株 2023年3月期3Q 467,794,288 株

（注）1. 当社は、2023年4月1日付で普通株式1株を3株に株式分割しております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発

　　　　 行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

　　　2. 期末自己株式数には、「役員報酬BIP信託」及び「株式付与ESOP信託」が保有する当社株式(2024年3月期3Q 1,386,586株、2023年3月期1,502,637

　　　　 株)を含めております。また、各信託が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】3ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(4) 連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。

・当社は、2024年2月9日に機関投資家・アナリスト向けにウェブ説明会を開催する予定です。この説明会で使用する決算説明資料につきましては、当社ホーム
ページに掲載する予定です。



【添付資料】 
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1．当四半期決算に関する定性的情報 
 

(1) 経営成績に関する説明 
 

当第3四半期連結累計期間の世界経済につきましては、資源・エネルギー価格の高騰は緩和傾向にあったものの、前連結

会計年度から引き続き諸物価が上昇しました。また、欧米諸国を中心とした政策金利の引き上げも若干緩和しましたが円

安水準は継続する状況にありました。 

当社グループが参画しておりますエレクトロニクス産業におきましては、PCやスマートフォン等の最終製品の需要の一

巡に伴い、前連結会計年度後半から半導体メーカーにおける生産の抑制によって在庫の調整がおこなわれた結果、当第3四

半期連結累計期間において、半導体の需給バランスの改善が見られました。 

このような状況のもと、調整局面を迎えていた半導体製造装置向け設備投資は、当第3四半期連結累計期間において底打

ちの兆候が見られました。メモリ及び先端ロジック／ファウンドリ向け半導体に対する設備投資は、全体的に抑制傾向に

あったものの、生成AI用途のアドバンストパッケージ向け設備の引き合いが増加しました。また、半導体の自給率向上に

向けた中国におけるIoT及び車載や産業用の成熟世代向け設備投資は、前連結会計年度に引き続き堅調に推移しました。情

報通信技術の拡充に伴うデータ社会への移行や脱炭素社会への取り組みを背景に、電子機器を支える半導体の役割とその

技術革新の重要性が高まっており、中長期的に半導体製造装置市場はさらなる成長が見込まれております。 

この結果、当社グループの当第3四半期連結累計期間の連結業績は、売上高1兆2,832億3千4百万円(前年同期比22.3%減)、

営業利益3,110億3千8百万円(前年同期比33.1%減)、経常利益3,159億6千4百万円(前年同期比32.8%減)、また、親会社株主

に帰属する四半期純利益は2,390億2千4百万円(前年同期比32.3%減)となりました。 

 

なお、第1四半期連結会計期間から、報告セグメントを「半導体製造装置」の単一セグメントに変更したため、セグメン

ト別の記載を省略しております。詳細は、「2．四半期連結財務諸表及び主な注記 (3)四半期連結財務諸表に関する注記事

項(セグメント情報等)」に記載のとおりであります。 

 

(2) 財政状態に関する説明 
 

当第3四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ2,034億3千7百万円減少し、1兆5,375億2千2百万円

となりました。主な内容は、現金及び預金の減少1,308億5千8百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の減少1,298億3千万

円によるものであります。 

有形固定資産は、前連結会計年度末から586億4千万円増加し、3,177億2千9百万円となりました。 

無形固定資産は、前連結会計年度末から14億8千7百万円増加し、300億4千6百万円となりました。 

投資その他の資産は、前連結会計年度末から491億2千9百万円増加し、3,321億1千5百万円となりました。 

これらの結果、総資産は、前連結会計年度末から941億8千万円減少し、2兆2,174億1千3百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ728億8千6百万円減少し、5,570億6百万円となりました。主として、支払手形及び

買掛金の減少320億2千8百万円、未払法人税等の減少307億2千万円によるものであります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ6億1千1百万円増加し、827億8千7百万円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ219億5百万円減少し、1兆5,776億1千9百万円となりました。主として、前期の期末

配当及び当期の中間配当2,024億5千7百万円の実施による減少、自己株式取得による減少1,200億2千8百万円、親会社株主

に帰属する四半期純利益2,390億2千4百万円を計上したことによる増加、その他有価証券評価差額金の増加403億3千2百万

円、為替換算調整勘定の増加164億9千5百万円によるものであります。この結果、自己資本比率は70.5%となりました。 

 

(3) キャッシュ・フローに関する説明 
 

現金及び現金同等物の当第3四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べ1,309億8千5百万円減少し、3,414億

8千6百万円となりました。なお、現金及び現金同等物に含まれていない満期日又は償還日までの期間が3ヶ月を超える定期

預金及び短期投資109億1千7百万円を加えた残高は、前連結会計年度末に比べ1,206億9千7百万円減少し、3,524億3百万円

となりました。当第3四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、前年同期に比べ209億5千4百万円減少の2,956億6千9百万円の収入

となりました。主な要因につきましては、税金等調整前四半期純利益3,155億7千9百万円、売上債権及び契約資産の減少

1,370億6千9百万円、未収消費税等の減少911億7千6百万円がそれぞれキャッシュ・フローの収入となり、棚卸資産の増加

1,184億5千6百万円、法人税等の支払額1,154億6千8百万円がそれぞれキャッシュ・フローの支出となったことによるもの

であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、主として有形固定資産の取得による支出872億7千6百万円により、

前年同期の337億9百万円の支出に対し1,048億4百万円の支出となりました。 
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財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、主に配当金の支払2,024億5千7百万円、自己株式の取得による支出

1,200億2千8百万円により、前年同期の2,559億6千3百万円の支出に対し3,243億5千8百万円の支出となりました。 

 

【連結キャッシュ・フロー(要約)】                 （単位：百万円） 

 
前第3四半期 

連結累計期間 

当第3四半期 

連結累計期間 

営業活動によるキャッシュ・フロー 316,624 295,669 

 税金等調整前四半期純利益 469,218 315,579 

 減価償却費 30,881 36,990 

 売上債権及び契約資産の増減額(△は増加) △16,259 137,069 

 棚卸資産の増減額(△は増加) △154,382 △118,456 

 仕入債務の増減額(△は減少) △14,045 △35,694 

 その他 1,211 △39,819 

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,709 △104,804 

 定期預金及び短期投資の増減額(△は増加) 19,936 △10,088 

 その他(固定資産の取得等) △53,645 △94,715 

財務活動によるキャッシュ・フロー △255,963 △324,358 

 自己株式の取得 △1,717 △120,028 

 その他(配当金の支払等) △254,245 △204,330 

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,154 2,508 

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 36,106 △130,985 

現金及び現金同等物の期首残高 335,648 472,471 

現金及び現金同等物の四半期末残高 371,754 341,486 

 

現金及び現金同等物並びに満期日又は償還日までの期間が3ヶ月を

超える定期預金及び短期投資の四半期末残高 
387,457 352,403 

 

 

(4) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
 

通期連結業績予想につきまして、最新の顧客の設備投資動向と業績動向に鑑み、2023年11月10日に公表した数値を以下

のとおり修正いたします。 

 
2024年3月期通期の連結業績予想 

 今回修正予想 
前回予想 

(2023年11月10日公表) 

売上高 1兆8,300億円 (前期比  17.2%減) 1兆7,300億円 

営業利益 4,450億円 (前期比  28.0%減) 4,010億円 

経常利益 4,500億円 (前期比  28.0%減)    4,040億円 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 3,400億円 (前期比  27.9%減) 3,070億円 

 

    ※この決算短信に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、国内及び諸外国の経済状況、各種通貨の為替レー      

トの変動、業績に影響を与えるその他の要因等現時点で入手可能な情報をもとに、当社が合理的であると判断した一定      

の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。これらは、市況、競争状況、新製      

品の導入及びその成否、並びに半導体関連業界の世界的な状況を含む多くの不確実な要因の影響を受けます。 

従って、実際の売上高及び利益は、この決算短信に記載されている予想数値とは大きく異なる場合がありますことをご       

承知おきください。 
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 473,099 342,241

受取手形、売掛金及び契約資産 464,889 335,059

有価証券 0 10,162

商品及び製品 236,795 293,346

仕掛品 161,938 170,085

原材料及び貯蔵品 253,474 314,608

その他 150,946 72,175

貸倒引当金 △184 △156

流動資産合計 1,740,959 1,537,522

固定資産

有形固定資産 259,088 317,729

無形固定資産

その他 28,559 30,046

無形固定資産合計 28,559 30,046

投資その他の資産

投資有価証券 165,507 224,021

その他 118,819 109,469

貸倒引当金 △1,340 △1,376

投資その他の資産合計 282,986 332,115

固定資産合計 570,634 679,891

資産合計 2,311,594 2,217,413

2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表

東京エレクトロン㈱ (8035)　2024年3月期　第3四半期決算短信

- 4 -



(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年3月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 116,317 84,288

未払法人税等 71,177 40,456

前受金 289,169 312,633

製品保証引当金 34,382 33,101

その他の引当金 46,942 20,101

その他 71,904 66,425

流動負債合計 629,893 557,006

固定負債

その他の引当金 3,189 3,050

退職給付に係る負債 60,366 58,957

その他 18,618 20,778

固定負債合計 82,175 82,787

負債合計 712,069 639,793

純資産の部

株主資本

資本金 54,961 54,961

資本剰余金 78,011 78,011

利益剰余金 1,322,203 1,356,151

自己株式 △22,033 △136,322

株主資本合計 1,433,141 1,352,800

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 107,452 147,785

繰延ヘッジ損益 △46 88

為替換算調整勘定 43,091 59,587

退職給付に係る調整累計額 3,954 3,690

その他の包括利益累計額合計 154,453 211,151

新株予約権 11,929 13,667

純資産合計 1,599,524 1,577,619

負債純資産合計 2,311,594 2,217,413
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(単位：百万円)

 前第3四半期連結累計期間
(自　2022年4月1日

　至　2022年12月31日)

 当第3四半期連結累計期間
(自　2023年4月1日

　至　2023年12月31日)

売上高 1,650,729 1,283,234

売上原価 918,010 709,080

売上総利益 732,718 574,153

販売費及び一般管理費

研究開発費 137,427 144,468

その他 130,353 118,646

販売費及び一般管理費合計 267,781 263,115

営業利益 464,936 311,038

営業外収益

持分法による投資利益 1,995 2,401

その他 5,049 6,246

営業外収益合計 7,045 8,648

営業外費用

為替差損 759 2,811

その他 993 910

営業外費用合計 1,753 3,722

経常利益 470,229 315,964

特別利益

固定資産売却益 4 10

特別利益合計 4 10

特別損失

固定資産除売却損 576 395

減損損失 438 －

特別損失合計 1,015 395

税金等調整前四半期純利益 469,218 315,579

法人税等 116,297 76,555

四半期純利益 352,920 239,024

親会社株主に帰属する四半期純利益 352,920 239,024

（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第3四半期連結累計期間
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(単位：百万円)

 前第3四半期連結累計期間
(自　2022年4月1日

　至　2022年12月31日)

 当第3四半期連結累計期間
(自　2023年4月1日

　至　2023年12月31日)

四半期純利益 352,920 239,024

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △27,335 40,312

為替換算調整勘定 10,803 16,353

退職給付に係る調整額 △292 △258

持分法適用会社に対する持分相当額 212 291

その他の包括利益合計 △16,612 56,698

四半期包括利益 336,308 295,722

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 336,308 295,722

四半期連結包括利益計算書

第3四半期連結累計期間
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

当社は、2023 年 5 月 11 日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この取得等により自己株式は、

当第 3 四半期連結累計期間において 114,288 百万円増加し、当第 3 四半期連結会計期間末において 136,322 百万円となりま

した。 

 

(当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動) 

該当事項はありません。 

 

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用) 

税金費用の計算 

当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

(会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示) 

該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等) 

当第 3 四半期連結累計期間(自  2023 年 4 月 1 日  至  2023年 12月 31 日) 

当社グループは、「半導体製造装置」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

(報告セグメントの変更等に関する事項) 

当社グループの報告セグメントは、従来「半導体製造装置」と「ＦＰＤ(フラットパネルディスプレイ)製造装置」に区

分しておりましたが、第 1 四半期連結会計期間から「半導体製造装置」の単一セグメントに変更しております。 

この変更は、半導体製造装置市場が着実な成長を遂げ、将来的にも高い伸びが見込まれているなか、ＦＰＤ製造装置事

業が当社グループ全体に与える影響が軽微になっていること、また、リソースの効率的な活用を目的として、2023 年 4 月

から半導体製造装置事業にＦＰＤ製造装置事業を統合する組織再編を行ったこと等を踏まえ、当社グループの事業展開、

経営資源配分等の意思決定プロセスの実態の観点から、「半導体製造装置」の単一セグメントとして一体で開示することが、

当社グループの経営実態をより適切に反映するものと判断したことによるものであります。 

この変更により、当第 3 四半期連結累計期間におけるセグメント情報の記載を省略しております。 
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